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新
潟
県
上
越
市
は
、
県
内
人
口
第
３

位
で
、
直
江
津
・
高
田
の
両
市
が
合
併

し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
旧
高
田
市
街
に

は
戦
国
時
代
に
上
杉
謙
信
公
が
居
城
と

し
た
春
日
山
城
が
あ
り
、
そ
の
後
も
松

平
家
の
城
下
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
今

な
お
城
下
町
の
雰
囲
気
を
市
内
各
所
に

残
し
て
い
ま
す
。
同
市
を
訪
れ
る
観
光

客
は
年
間
四
百
万
人
を
超
え
て
い
ま
す

が
、
新
た
に
開
通
し
た
上
信
越
自
動
車

道
に
よ
り
、
今
後
ま
す
ま
す
増
加
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
夏

に
開
催
さ
れ
る
謙
信
公
祭
は
代
表
的
な

イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

観
光
客
を
迎
え
る
側
の
上
越
市
で
は
、

こ
れ
ま
で
伝
統
的
な
郷
土
料
理
が
商
品

化
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
旅
館
・
料
亭

で
は
観
光
客
か
ら
謙
信
公
ゆ
か
り
の
伝

統
料
理
を
尋
ね
ら
れ
て
も
対
応
が
で
き

な
い
状
況
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
声
を
受
け
、
室
町
・
戦

国
時
代
の
宴
席
で
供
さ
れ
た
武
家
料
理

を
再
現
す
る
た
め
、
ホ
テ
ル
・
料
亭
の

オ
ー
ナ
ー
が
集
ま
り
、
会
合
が
も
た
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
(財)
電
源
地
域

振
興
セ
ン
タ
ー
の
専
門
家
派
遣
事
業
が

活
用
さ
れ
、
史
実
を
十
分
研
究
し
「
食
」

の
再
現
が
始
ま
り
ま
し
た
。

ま
ず
第
一
に
、
史
実
に
忠
実
に
料
理

を
再
現
す
る
こ
と
。
こ
れ
を
最
大
の
目

標
と
し
、
食
材
の
選
定
と
調
理
方
法
の

研
究
を
進
め
ま
し
た
。
ま
ず
、
謙
信
公

時
代
の
料
理
を
発
掘
し
、
使
わ
れ
て
い

た
材
料
や
調
理
方
法
を
調
査
す
る
こ
と

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
資
料
と
し

て
『
厨
事
類
記
』（
鎌
倉
時
代
）、『
山
内

料
理
書
』『
四
条
流
包
丁
書
』（
室
町
中

期
）、『
り
う
り
の
書
』（
戦
国
時
代
）
等

の
料
理
書
や
、
当
時
の
食
事
の
シ
ー
ン

を
記
し
た
歴
史
書
等
を
検
討
し
ま
し
た
。

例
え
ば
現
代
の
代
表
的
な
調
味
料
で

あ
る
醤
油
や
砂
糖
は
、
戦
国
時
代
に
は

使
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
た

め
、
史
実
に
基
づ
い
て
「
ず
ん
だ
酢
」

（
大
豆
を
原
料
と
し
た
酢
）を
ベ
ー
ス
と

し
た
調
味
料
を
つ
く
り
、
辛
味
と
し
て

タ
デ
を
用
い
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

史
実
に
忠
実
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
現

代
人
が
な
じ
ん

だ
味
か
ら
は
乖

離
し
て
し
ま
う

と
い
う
問
題
が

あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
、
材
料
や
作
り
方
な
ど
は
史
実

に
従
い
つ
つ
、
現
代
人
に
も
「
お
い
し

く
」
食
べ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
料
理

と
す
る
た
め
、
砂
糖
無
し
で
甘
味
を
出

す
工
夫
を
す
る
な
ど
、
試
行
錯
誤
を
重

ね
ま
し
た
。

「
試
作
担
当
者
会
議
」
を
構
成
す
る
四

人
の
料
理
人
は
、
和
食
の
分
野
で
は
上

越
市
屈
指
の
「
名
人
」
で
す
。
彼
ら
が

分
担
し
て
一
つ
一
つ
の
料
理
を
試
作
し
、

当
時
の
レ
シ
ピ
を
守
り
つ
つ
、
上
部
組

織
で
あ
る
「
上
越
食
の
会
」
で
試
食
を

行
っ
て
改
善
を
図
る
こ
と
を
繰
り
返
し

ま
し
た
。

ま
た
、
食
事
の
ス
タ
イ
ル
に
も
こ
だ

わ
り
、
時
代
考
証
を
経
て
食
器
の
選
定

や
供
し
方
の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

「
か
ち
ど
き
飯
」
は
、「
上
越
の
食
の

目
玉
づ
く
り
」
が
最
大
の
目
標
で
あ
っ

た
た
め
、
開
発
費
を
含
め
た
単
独
で
の

採
算
性
は
、
全
く
考
慮
し
な
い
で
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
謙
信
公
祭
が
開
催
さ

れ
る
夏
季
の
一
カ
月
間
の
限
定
商
品
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
六
店
舗
を
合
わ
せ

た
販
売
数
は
、
平
成
十
二
年
度
に
一
七

八
食
、
十
三
年
度
に
三
七
七
食
で
、
販

売
量
は
倍
増
し
て
い
ま
す
が
各
社
の
売

上
に
占
め
る
比
率
は
微
々
た
る
も
の
で

す
。「

か
ち
ど
き
飯
」
を
注
文
し
た
お
客
様

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
（
平
成
十
三
年

度
）
に
よ
る
と
、
回
答
者
の
六
三
％
が

「
友
人
・
知
人
に
話
し
た
い
」、
三
七
％

が
「
お
い
し
い
」
と
回
答
。「
お
い
し
く

な
い
」
は
三
％
に
と
ど
ま
り
、
新
し
い

郷
土
料
理
と
し
て
好
ス
タ
ー
ト
を
切
っ

た
と
い
え
ま
す
。
今
後
も
単
独
の
採
算

性
よ
り
も
話
題
性
に
重
点
を
置
き
、
上

越
市
の
新
し
い
観
光
資
源
の
一
つ
と
し

て
、
誘
客
の
目
玉
に
育
て
て
い
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
謙
信
公
の
か
ち
ど
き
飯
（
新
潟
県
上
越
市
）

戦
国
時
代
の
食
事
を
史
実
に
基
づ
い
て
再
現

上
越
の
新
し
い「
食
」の
目
玉
づ
く
り
に
挑
戦

事
業
の
経
緯

試
行
錯
誤

技
術
的
な
壁
〜

調
味
料
が
自
由
に
使
え
な
い

成
果

販
売
量
は
小
さ
い
が
上
越
の

食
の
目
玉
と
し
て
育
ち
つ
つ
あ
る
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和
歌
山
県
南
部
に
位
置
す
る
古
座
川

町
で
は
、
昭
和
四
十
年
頃
か
ら
柚
子
の

栽
培
が
始
ま
り
ま
し
た
。
現
在
で
は
六

十
九
軒
の
栽
培
農
家
が
、
年
間
二
百
〜

三
百
㌧
の
柚
子
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
生
産
さ
れ
た
柚
子
は
、
す

べ
て
南
紀
古
座
農
業
協
同
組
合(

現
Ｊ
Ａ

み
く
ま
の)

が
引
き
取
り
、「
玉
売
り
」

ま
た
は
「
柚
子
酢
」
と
し
て
出
荷
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
販
売
は
昭
和
五
十
年
代

ま
で
は
順
調
に
推
移
し
て
き
ま
し
た
が
、

六
十
年
代
に
入
る
と
、
急
速
に
生
産
量

を
伸
ば
し
て
き
た
徳
島
県
産
や
、
安
価

な
韓
国
産
と
の
競
合
に
さ
ら
さ
れ
、
昭

和
五
十
年
代
半
ば
ま
で
は
キ
ロ
当
た
り

百
五
十
円
程
度
で
引
き
合
い
が
あ
っ
た

搾
汁
用
柚
子
が
、
昭
和
六
十
年
に
は
同

五
十
円
程
度
ま
で
値
下
が
り
し
ま
し
た
。

南
紀
古
座
農
業
協
同
組
合
は
、
柚
子

酢
を
生
産
す
る
際
、
皮
を
含
む
絞
り
か

す
は
す
べ
て
廃
棄
処
分
し
て
い
ま
し
た
。

皮
は
柚
子
の
果
実
の
な
か
で
最
も
香
り

が
高
く
、
本
来
は
香
辛
料
や
洋
菓
子
の

材
料
と
し
て
活
用
さ
れ
る
べ
き
部
分
で

す
。
こ
れ
に
着
目
し
た
柚
子
生
産
農
家

で
、
現
在
、
古
座
川
ゆ
ず
平
井
婦
人
部

代
表
を
務
め
る
寺
本
微
笑
子
さ
ん
が
、

昭
和
六
十
年
に
県
の
農
業
改
良
普
及
セ

ン
タ
ー
の
指
導
で
マ
ー
マ
レ
ー
ド
の
製

造
方
法
を
学
ん
だ
こ
と
が
き
っ
か
け
と

な
り
、
農
業
協
同
組
合
内
に
「
古
座
川

ゆ
ず
平
井
婦
人
部
」
を
設
置
、
他
の
柚

子
生
産
者
の
主
婦
も
参
加
し
て
、
柚
子

の
皮
を
材
料
に
し
た
柚
子
マ
ー
マ
レ
ー

ド
、
柚
子
ジ
ュ
ー
ス
、
柚
子
ジ
ャ
ム
等

の
生
産
を
は
じ
め
ま
し
た
。

生
産
は
順
調
に
進
み
、
昭
和
六
十
一

年
に
は
マ
ー
マ
レ
ー
ド
、
ジ
ュ
ー
ス
等

を
合
計
八
千
本
生
産
し
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
販
売
ル
ー
ト
を
開
拓
せ
ず
に
生
産

を
行
っ
た
た
め
、
多
く
の
在
庫
を
抱
え

て
し
ま
い
、
農
協
や
町
内
の
土
産
物
店
、

旅
館
等
を
回
り
、
販
売
を
依
頼
し
ま
し

た
。
幸
い
、
大
切
に
栽
培
さ
れ
た
良
質

な
柚
子
を
使
い
、
丁
寧
に
手
づ
く
り
さ

れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
品
質
の
よ
さ

が
大
阪
や
東
京
に
住
む
古
座
川
町
出
身

者
に
口
コ
ミ
で
伝
わ
り
、
売
り
切
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
大
阪
や
東
京
へ
の

転
出
者
が
多
か
っ
た
こ
と
が
、
こ
こ
で

は
顧
客
獲
得
に
つ
な
が
っ
た
わ
け
で
す
。

ゆ
ず
平
井
婦
人
部
に
よ
る
柚
子
加
工

品
の
出
荷
額
は
、
昭
和
六
十
年
の
百
二

十
八
万
円
か
ら
毎
年
順
調
に
伸
び
、
平

成
七
年
に
は
二
千
万
円
を
突
破
し
ま
し

た
。
柚
子
の
農
業
粗
生
産
額
は
年
間
四

千
万
円
程
度
で
足
踏
み
を
続
け
て
お
り
、

柚
子
加
工
事
業
を
、
町
の
新
し
い
産
業

の
一
つ
と
し
て
育
成
し
て
い
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

古
座
川
町
で
は
販
路
拡
大
を
図
る
た

め
、
(財)
電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
の
専

門
家
派
遣
事
業
を
活
用
し
ま
し
た
。
既

に
行
っ
て
い
た
口
コ
ミ
に
よ
る
直
販
か

ら
、
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
に
よ
る
販
売

方
法
へ
移
行
す
る
た
め
の
指
導
を
受
け

た
の
で
す
。
都
会
に
住
む
、
古
座
川
町

出
身
者
を
中
心
と
し
て
顧
客
リ
ス
ト
を

作
成
、
平
成
十
二
年
の
歳
暮
シ
ー
ズ
ン

に
初
め
て
三
千
通
の
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー

ル
を
発
送
し
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
平
成
十
二
年
度
の
売
上

は
、
三
千
三
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
十
二
年
度
の
秋
以
降
、
和

歌
山
市
や
神
戸
市
、
大
阪
市
等
で
開
催

さ
れ
た
地
場
産
品
紹
介
の
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
、
会
場
で
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
回
答
者
も
顧
客
リ
ス
ト
に
加

え
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
平
成
十
三
年

度
の
冬
の
時
点
で
、
顧
客
リ
ス
ト
は
七

千
人
に
拡
大
し
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
参

加
に
際
し
て
は
町
も
協
力
し
て
い
ま
す
。

生
産
拡
大
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
の
農

協
の
建
物
を
間
借
り
し
た
作
業
所
は
手

狭
と
な
り
ま
し
た
が
、
婦
人
部
単
独
で

新
し
い
作
業
所
を
設
置
す
る
力
は
ま
だ

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
町
を
通
じ

て
和
歌
山
県
「
新
山
村
二
十
一
創
造
事

業
」
の
適
用
を
申
請
し
て
お
り
、
平
成

十
五
年
度
に
作
業
所
の
新
設
を
行
う
計

画
で
す
。
古
座
川
町
の
重
要
な
産
業
と

し
て
、
行
政
も
支
援
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
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国
内
産
・
外
国
産
に
よ
る
価
格
競
争
が

激
化
、
収
益
が
大
幅
に
低
下

試
行
錯
誤

販
売
方
法
が
決
ま
ら
ぬ
ま
ま
商
品
生

産
。
怪
我
の
功
名
か
大
都
市
で
人
気

事
業
の
経
緯

主
婦
が
絞
り
か
す
に
着
目
。

マ
ー
マ
レ
ー
ド
づ
く
り
を
思
い
立
つ

販
売
方
法
の
確
立

ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
で

消
費
者
に
産
直

新
し
い
動
き

手
狭
に
な
っ
た
加
工
所
を
新
設
す
る

た
め
、
行
政
の
支
援
を
受
け
る
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◆
柚
子
を
原
料
と
し
た
特
産
品
開
発
（
和
歌
山
県
古
座
川
町
）

柚
子
栽
培
農
家
の
女
性
が
知
恵
を
出
し
合
い
、

大
都
市
で
通
用
す
る
手
づ
く
り
の
特
産
品
を
開
発
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平
成
十
三
年
十
一
月
八
日
か
ら
九
日

ま
で
の
二
日
間
、
大
分
県
別
府
市
に
て
、

九
州
各
地
の
電
源
地
域
関
係
者
が
一
堂

に
会
し
て
、
九
州
経
済
産
業
局
主
催
の

「
電
気
の
ふ
る
さ
と
交
流
会
２
０
０
１
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
に
続
い
て
、
脚
本
家
の
ジ
ェ

ー
ム
ス
三
木
さ
ん

に
よ
る
「
ま
ち
づ

く
り
人
づ
く
り
」

と
題
し
た
基
調
講

演
が
行
わ
れ
、
そ

の
後
「『
国
際
交
流
』

に
よ
る
地
域
振
興

策
」「
イ
ベ
ン
ト
で

の
地
域
活
性
化
」

「
商
店
街
の
振
興
策
」
の
各
分
科
会
に
分

か
れ
て
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
二
日
目
は
、
施
設
見
学
会
と

し
て
新
大
分
発
電
所
、
立
命
館
ア
ジ
ア

太
平
洋
大
学
、
竹
細
工
伝
統
産
業
会
館

を
視
察
し
ま
し
た
。

平
成
十
四
年
一
月
三
十
一
日
（
木
）

か
ら
二
月
三
日
（
日
）
ま
で
の
四
日
間
、

福
岡
・
天
神
の
岩
田
屋
（
百
貨
店
）
八

階
大
催
事
場
に
て
、
電
源
地
域
振
興
セ

ン
タ
ー
主
催
、
経
済
産
業
省
・
九
州
経

済
産
業
局
後
援
の
「
電
気
の
ふ
る
さ
と

じ
ま
ん
市
　
福
岡
」
が
開
催
さ
れ
、
連

日
会
場
を
埋
め
尽
く
す
人
で
賑
わ
い
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
物
産
展
は
、
電
源
地
域
市
町
村

の
特
産
品
を
開
催
地
の
皆
様
に
紹
介
・

販
売
す
る
こ
と
に
よ
り
、
販
路
の
拡
大

や
ふ
れ
あ
い
な
ど
の
交
流
活
動
を
支
援

す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。
毎

年
、
各
地
域
の
主
要
都
市
で
開
催
さ
れ

て
い
る
も
の
で
、
九
回
目
と
な
る
今
回

は
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
の
六
十
市

町
村
が
出
展
し
ま
し
た
。

九
州
地
域
で
の
開
催
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
北
海
道
を
は
じ
め
と
し
た
珍
し

い
特
産
品
が
好
評
を
博
し
、
長
蛇
の
列

を
作
っ
て
買
い
物
を
さ
れ
る
風
景
も
見

受
け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
内
で
は
、
特
産
品
を
使

用
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
料
理
の
紹
介
や
特

産
品
プ
レ
ゼ
ン
ト
抽
選
会
、
市
町
村
の

出
展
者
自
ら
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
で
の
Ｐ

Ｒ
も
行
わ
れ
、
足
を
止
め
て
熱
心
に
聞

き
入
る
姿
な
ど
、
来
場
さ
れ
た
方
々
の

参
加
性
も
高
ま
り
を
見
せ
、
大
盛
況
の

う
ち
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

じまん市大賞表彰式

相談会風景

大
分
県
別
府
市
で

「
電
気
の
ふ
る
さ
と
交
流
会
2
0
0
1
」開
催

皆
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

「
じ
ま
ん
市
」の

多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

情 報 ク リ ッ プ

昨
年
の
十
一
月
二
十
三
日
か
ら
二

十
五
日
ま
で
、
千
葉
県
の
幕
張
メ
ッ

セ
に
て
「
電
気
の
ふ
る
さ
と
じ
ま
ん

市
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
じ
ま
ん

市
で
は
、
物
品
販
売
を
通
じ
た
交
流

だ
け
で
な
く
、
電
源
市
町
村
の
振
興

や
自
立
を
応
援
す
る
た
め
に
さ
ま
ざ

ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
し
た
。

「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
の
一
環
と
し
て
、
特
産
品
を
育

成
・
開
発
す
る
た
め
の
専
門
家
に
よ

る
「
産
品
相
談
会
」
や
、
販
路
開
拓

の
た
め
に
百
貨
店
の
バ
イ
ヤ
ー
を
は

じ
め
と
し
た
流
通
関
係
者
等
と
直
接

商
談
が
で
き
る
「
産
品
商
談
会
」
、

今
年
度
初
め
て
の
試
み
で
あ
る
「
じ

ま
ん
市
大
賞
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

幕
張
メ
ッ
セ
会
場
に
お
い
て
、
十

一
月
二
十
五
日
「
じ
ま
ん
市
大
賞
」

が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。「
じ
ま
ん
市

大
賞
」
は
産
品
の
改
良
や
新
商
品
の

開
発
意
識
を
高
め
、
売
上
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
今
年
度
新
た
に
企

画
さ
れ
た
も
の
で
、
大
賞
受
賞
産
品

は
、
中
央
紙
の
新
聞
紙
上
で
紹
介
さ

れ
る
特
典
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

今
回
は
、
五
十
一
産
品
の
エ
ン
ト

リ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。
有
名
百
貨
店

バ
イ
ヤ
ー
や
商
品
開
発
の
専
門
家
に

よ
る
商
品
価
値
に
関
す
る
一
次
審
査

と
、
じ
ま
ん
市
に
ご
来
場
い
た
だ
い

た
お
客
様
に
よ
る
投
票
結
果
を
も
と

に
、
じ
ま
ん
市
産
品
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

で
あ
る
評
価
委
員
が
最
終
審
査
を
行

い
、
決
定
し
ま
し
た
。

大
賞
と
な
っ
た
長
野
県
大
桑
村
の

「
ま
す
の
う
の
花
漬
」
は
、
木
曽
川

の
清
流
で

育
ま
れ
た

マ
ス
を
酢

と
塩
、
オ

カ
ラ
、
た

ま
ご
で
調

理
し
た
も

の
で
、
栄

養
的
に
も

す
ぐ
れ
、

上
品
な
お
い
し
さ
と
好
評
で
す
。

二
十
五
日
に
会
場
で
行
な
わ
れ
た

表
彰
式
で
は
、
受
賞
者
の
大
桑
村
に

は
賞
状
・
盾
と
と
も
に
盛
大
な
拍
手

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
審
査
会
に
エ
ン

ト
リ
ー
し
た
皆
さ
ま
は
、
早
く
も
来

年
度
の
大
賞
を
狙
っ
て
活
発
に
意
見

交
換
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
し
て
、
産
品
相
談
会
、
産
品
商

談
会
、
観
光
相
談
・
商
談
会
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
各
相
談
会
で
は
商

品
開
発
の
専
門
家
な
ど
か
ら
、
産
品

の
開
発
・
改
良
に
つ
い
て
の
具
体
的

情 報 ク リ ップ 情 報 ク リ ップ

じ
ま
ん
市
大
賞
決
ま
る

長
野
県
・
大
桑
村

「
ま
す
の
う
の
花
漬
」

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

熱心に聞く参加者

講演するジェームス三木氏

問い合わせ先　電源地域振興センター産業育成部販売促進課
Tel.03-5562-9810
e-mail:hansoku@div.dengen.or.jp

な
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
産
品
商
談
会
で
は
、
出
展

事
業
者
が
、
大
手
百
貨
店
の
仕
入
れ

担
当
者
と
の
間
で
取
引
の
き
っ
か
け

と
な
る
場
を
設
け
ま
し
た
。

福
岡
市
で

「
日
本
全
国
ご
当
地
味
め
ぐ
り
〜

電
気
の
ふ
る
さ
と
じ
ま
ん
市
　
福
岡
」
開
催

ま
す
の
う
の
花
漬

賑わいを見せる会場


